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研究の目的 
 

近年，建築構造物では高層化，大型化が進み，下層階では高軸力が作用するため柱部材が大断面化している．高

軸力柱に対する構造としたコンクリート充填鋼管（CFT）造柱があるが，軸力の増大に伴う材料の高強度化，鋼管

厚の増大などの傾向がある．そこで CFT 柱の内部に挿入した鉄筋に，軸力，曲げ耐力を負担させる事により鋼管

板厚を薄くすることを検討した．鉄筋挿入型 CFT 造の研究においては，これまでに角形鋼管に超高強度コンクリ

ートを充填した鉄筋挿入型 CFT 造の柱部材の実験結果について報告している．本稿では，円形鋼管を使用した鉄

筋挿入型 CFT 造の柱部材，および柱梁接合部架構実験を実施し，その構造性能を明らかにすることを目的として

いる． 

 

技術の説明 

 

CFT 柱部材に鉄筋を挿入し，鋼管を鉄筋に置き換えることで鋼管を薄肉化し，鉄骨量を減らすことが出来る（図

-2）．挿入鉄筋が軸耐力，曲げ耐力に与える影響を実験で確認した（写真-１）． 

 

主な結論 

 

鉄筋を挿入した円形 CFT 柱部材の曲げせん断実験を行った結果，柱部材の終局曲げ耐力は，新都市指針による

拘束効果を考慮したコンクリート強度を使用し，鉄筋を考慮した一般化累加により評価が可能であることを確認し

た．また，柱梁接合部架構実験を実施することにより，挿入鉄筋を考慮した接合部耐力の評価が可能であることを

確認した． 
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図-２ 鋼管・鉄筋の置換 
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図-1 工法イメージ 

写真-１ 構造実験 


